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要約 

日本においてはエコミュージアムに対して未だ多くの誤解が蔓延している状況のように思われる。エコミュージア

ムは本来、自由な形態を持ち、地域の特性に応じて様々なすがたを見せるものなのだが、それを無理にひとつの型や

モデルにはめようとすることから、様々な誤解が生じている。コア－サテライト関係という階層性やディスカバリー

トレイルなど、手法と形態のモデル確立を急ぎすぎて、地域ごとの特性に応じた展開を束縛している面が見られる。

農村環境においては田園空間博物館の事業と混同されることもある。今後も、自由と工夫に満ちたエコミュージアム

の実践が国内で展開され、さらに多くの議論を巻き起こし、より本質的な向上と発展につながることを期待したい。 

 

エコミュージアム，地域遺産 

ecomuseum, local heritage site 

 

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに 

わが国にはエコミュージアムの槻念が導入されてから

まだ日が浅く、導入にあたっては限られた情報しか無か

ったため、残念ながらエコミュージアムに対しては未だ

多くの誤解が蔓延している混乱した状況のように思われ

る。エコミュージアムは本来、自由な形態を持ち、地域

の特性に応じて様々なすがたを見せるものなのだが、そ

れを無理にひとつの型やモデルにはめようとすることか

ら、様々な誤解が生じているように感じられる。環境づ

くりに携わる立場からすると、このことは土地の個性を

否定し思考停止を導いてしまう重大な過ちのように思わ

れる。 

現在感じられる誤解のうち、そのいくつかをここでは

紹介し、通説的に語られ誤った解釈を与えられてきたこ

とを正すことによって、本質的にエコミュージアムが求

めていく方向の有効性やそのすばらしさを改めて確認し

てみたいと思う。 

 

２２２２．．．．コアコアコアコア－－－－サテライトサテライトサテライトサテライトというというというという誤解誤解誤解誤解 

エコミュージアムに関する誤解として、もっとも普及

している誤解は、その形態あるいは構造に関するもので

あろう。すなわち、3点セットの構造、「コア・ミュージ

アム（コア施設）」「サテライト・ミュージアム」「ディス

カバリートレイル」がエコミュージアムの必須条件であ

るかのような定説である。しかし、これは、むしろ日本

のオリジナル用語である。日本のエコミュージアム第一

号である山形県朝日町において採用されたひとつの形態

モデルが、あたかもエコミュージアムの確立した形態で

あるかのように知れ渡っているようである。 

国際的にはエコミュージアムの形態を示す定義は無く、

このような規定はなされていないばかりでなく、用語の

使い方についても国や地域によってやや異なっているよ

うに思われる（文－１など参照）。一部のエコミュージア

ムでは、この形態に類似したものはあるし、もちろん、

この構造を採用するエコミュージアムがあってもよいが、

決して必須条件でも定義でもない。この誤解は、地域特

性を考慮せず全国一律で形式先行型のエコミュージアム

を粗製乱造するおそれをはらんでいる点で、むしろ問題

とさえなる。 

まず、「コア」と「サテライト」という 2つの言葉のセ

ットは、明らかに、上下関係を表象している点が問題で

あるといえよう。海外の文献ではコアやサテライトとい

う言葉にはめったにお目にかからない。口語では通じや

すい言葉ではあるが、むしろ最近では視察に訪れる日本

人に合わせて使っているむきもあるように感じられる。

フランスではもともとはいわゆる「コア」と「サテライ

ト」を、それぞれ「本部 chef lieu」と「アンテナ antenne」

などと称しているのが通例であった（例えば文－2 など

の記述）。アンテナは実際にはフランスでもシット siteな

どと呼ばれることもある。アンテナという言葉は、仏語

圏以外ではアンテナとは呼ばれることはめったになく、

英語表現でもっとも通用するのはサイト site という言葉

である。（後述、表１参照） 

文－3の中では、「本部」という存在の重要性があえて

強調されているが、これは、単に点在するアンテナをそ

れぞれ独自に運営するのではなく、ネットワークとして

まとめ、全体に責任をもつエコミュージアムの組織が必

要という理由でとりあげられたものである。つまり、点

在するアンテナの地図をつくるだけの観光マップのよう

なものはすぐに作成できるが、それはエコミュージアム

とは言えず、全体をつなぐ役割のミュージアム活動を担

う組織の存在する必要性があり、それを本部と呼び、こ
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れはエコミュージアムの必須条件となる。 

しかし、この本部は、ネットワークのための組織であ

り、それが地域のアンテナを統括する役割として上位に

立つものである必要はない。実際、設立当初は、本部の

強力な指導力のもとに各アンテナが活動していたエコミ

ュージアム（ル・クルゾ・モンソ・レミーヌ）で、近年

では、それぞれのアンテナの独立運営を尊重した対等な

かたちの協約形式に変えたところもある。そこではもは

やアンテナという言葉は使っていない。シット site ある

いはそれぞれを固有名詞のミュゼと呼んでいる。このよ

うに、まず、コアとサテライトという言葉をセットで使

うことは、海外では全く意図されていない。上下関係を

持っては本来のエコミュージアムの理念から離れるばか

りである。 

さらに「コア施設」や「コア・ミュージアム」という

ように、コアの機能に物理的な意味を持たせる用語が、

また大きな誤解のもとになる。前述したように、「本部」

の必要性は、組織としての自律性にあり、決してそれは

建物を意味するものではない。現実的に、本部に展示機

能をおかずに、事務所機能だけにしているものや、公的

な建物の一室を借りているところなど、必ずしも本部に

はミュージアムとしての建物が必要なわけではない。も

ちろん本部の拠点施設はあるにこしたことはない。しか

し、このミュージアム建物の建設先行性が逆にエコミュ

ージアムの健全な活動の発展を束縛することにもなりか

ねない。建物を設置すると当然ながらそこに人員配置が

固定化し、本来地域で活動することの重視されるべきエ

コミュージアム活動がハコモノに閉ざされることになり、

それはエコミュージアムにとって致命的な欠点となる。 

サテライトに関する各国の用語の使い方については、

各地のサイトの呼び名を、表１に示してみた。文―４で

も述べたように、実に様々（サイト、環境、部門、訪問

地点、訪問対象 etc．）であり、特に英語表現では、その

場所としての site（サイト）と呼ぶのが一般的であると

思われる。これには、見所としての sightの意味も込めて

サイトと呼んでいるところもあるようである。中には、

日本のコアにあたる言葉でサイトを「ヌクレオ（核）」と

呼んでいるところもある。これは点在する複数の地点の

ことを呼んでいるものであり、分散した核が地域に多数

あるという概念である。コア－サテライトという関係

性・階層性は無い。日本で意識されやすい中央集権的統

括モデルとはほど遠い概念である。 

このようなサイト間の関係については、多くのエコミ

ュージアム研究者が序列性を感じさせる言葉は好ましく

ないと語ってくれたが、基本は、その国の言葉で、良い

言葉を探すことだという共通した意見を得ている。

（P.Davis, T.Dahl, J.A.Gjestrum, Hugues de Varine, P.Mayrand他） 

サテライトという言葉には、前述したように、何かの

従属物になるという意味がつきまとってしまう点が大き

な問題であると言える。日本へのエコミュージアムの紹

介者で、このコア－サテライトモデルの発案者でもある

新井重三は、「一方、遺産のことは別名、サテライトとい

う言葉を使っていますが、そのサテライトについては、

いろいろな意見があります。サテライトという言葉は非

常に誤解を受けやすいという意見もあります。コアがあ

ってサテライトというのは、地球における月みたいなも

のですから、コアが中心であって、サテライトは付属品

というふうに受け取られやすい。ところが、実際は、エ

コミュージアムではむしろサテライトの方が大事なので

す。コアは後で作った便宜的なものですから。・・中略・・

情報を集めて、それを中央のコアに送ってくれる、また

発信・受信をする、その基地が、我々がサテライト（衛

星）と言っているものなのです。サテライトという言葉

には問題もありますが。今のところ、私はサテライトと

いう言葉を使っています」と、その問題点を意識しつつ

使用することを述べている（『第三世界の地域開発とエコ

ミュージアム』、ヒマラヤ保全協会、1997.3、所収の鼎

談「エコミュージアムの可能性と課題」p.50）。この点が

理解されないまま、サテライトという言葉が一人歩きし、

あたかもそれが標準か必須条件の用語のように使用され

ることは、今後のエコミュージアムの自由な展開や発想

をはなはだしく狭めてしまうに違いない。 

 

３３３３．．．．ディスカバリートレイルディスカバリートレイルディスカバリートレイルディスカバリートレイルのののの誤解誤解誤解誤解 

3 つめの要素、ディスカバリートレイルについては、

これが、各サテライト間をつなげる道というように誤解

されて使われ、しかも田園空間整備事業ではこれが、徒

歩による散策路「フットパス」と位置づけられている。

これは日本だけの特色である。しかし、海外のエコミュ

ージアムには、東京都よりも広い面積をもつものさえあ

り、そこを結ぶ経路をあらかじめ指定して整備すること

は事実上ナンセンスなこととなる。サイト間の移動には

多くは公道を利用するのであり、それに応じて交通手段

を各自が調達しているのが、海外のエコミュージアムの

実状である。効率よくサイトをまわろうという考え方は、

日本の観光業的発想にすぎないのではないだろうか。事

実、そこに住んでいる住民にとっては、一度にすべてを

まわる必要はなく、毎月のように何度となくいろいろな

サイトを訪問することのほうが、日常的な学習に適合し

た利用の仕方である。 

このディスカバリートレイルというものも決して必須

条件ではなく、フランスなどで設置されているものは、

あるテーマをもっており、（例えば、古式農法の農場環境

を巡るもの、中世建物を見て回るためのものなど）、その

トレイル全体をひとつのアンテナとして位置づけている。

つまり、アンテナ間をつなぐものではなく、トレイルそ

のものがひとつのサイトとなるのである。パネル展示場

や実演展示などと同様、アンテナの展示方法のひとつで

ある。このような場合は、おおむね徒歩で散策するよう

な小径であることが多い。 
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４４４４．．．．エコミュージアムエコミュージアムエコミュージアムエコミュージアムとととと観光経済観光経済観光経済観光経済についてのについてのについてのについての誤解誤解誤解誤解 

しばしば日本ではエコミュージアムが商業主義的な観

光事業として考えられることがあり、これは大きな誤解

のひとつである。基本的にエコミュージアムは地域住民

の内発的発展のためにあるもので、外部からの観光客に

対して迎合することは本末転倒となる。もちろん観光地

において、その地域の主要産業が観光である場合には、

観光を無視することはできないが、外部からの観光客に

よる収入を目的とした集客施設としての博物館の設置は、

エコミュージアムの目的とは根本的に異なる。エコミュ

ージアムの役割は、観光を通じて地域住民が自分の地域

に誇りを持ち自らの地域の遺産を大事にし地域を育てて

いる意欲を高めることによって、意識を活性化すること

である。この場合の活性化は単純な経済的活性化だけを

意味するのではない。 

たしかに、ヘリテイジツーリスム、カルチュラルツー

リスム、エコツーリスム、持続可能な観光などと呼ばれ

るものと、エコミュージアムとは、共通した考えをもつ

ところがあると言える。これらの概念は、みな基本的に

日本で多くみられる商業的・収奪的な観光形態とは異な

っている。少なくとも、観光の名の下に自然や地域文化

を切り売りし、その収益によって一時的な地域経済の活

性化をおこなうことを主目的とはしていないのである。 

 マッギら（文－5）は、エコミュージアムの周辺で見う

けられる商業的な観光産業を、異常な短絡的観光主義

（hetero-direct tourism）として、危険視している。イタリ

アの多くのエコミュージアムで試みられている観光地化

の実態を全く否定するわけではないが、あくまでも、長

期モデルにおける目標が必要なのであって、観光収入に

よる地域経済は短期的な戦略にすぎないことを忘れては

ならない、という彼の主張は、日本にもそのまま当ては

まるものと言えよう。 

 

５５５５．．．．田園空間博物館田園空間博物館田園空間博物館田園空間博物館ととととエコミュージアムエコミュージアムエコミュージアムエコミュージアム 

農林水産省の一事業である「田園空間博物館」事業イ

コール日本版「エコミュージアム」、という誤解もあるよ

うだ。たしかに「田園空間博物館」は、田園の自然環境

や景観、伝統文化を保全するミュージアムとして発想さ

れたもので、主にフランスのエコミュゼをモデルにして

いるように紹介されている。田園空間整備事業はそのた

めに必要となる環境整備のための事業と位置づけられる。 

田園空間博物舘が日本版エコミュージアムとして通用

するために十分な内容かどうか、ということも議論の対

象にはなり得るが、問題は別にある。エコミュージアム

は単なる形態ではなく活動であるという点、つまり、田

園空間博物館事業はミュージアムの活動を担保するもの

ではない、という点からしてふたつは別物と考えた方が

良いのではないだろうか。田園空間博物館として物理的

に整備された地域が、地域社会における活動としてのエ

コミュージアムになるかどうか、という問いはその後の

問題である。 

従って、田園空間事業による「田園空間博物館」整備

は、エコミュージアムになりうるかどうかという問いに

答えるならば、多くの場合、必要条件にはなるが十分条

件ではない、という言い方が適切であろう。エコミュー

ジアムを進めていくための拠点が整備されることは、そ

の活動にとって望ましいことには違いない。エコミュー

ジアム活動の欲する物的整備が達成されるなら、それは

大きな推進力になる。逆に、ただ形態が整備されても、

活動と運営がなければ、それはミュージアムではない。

エコミュージアムではむしろ、その物理的な形骸にとら

われないところにこそ、その特色がある。 

注意すべき点は、整備が本来必要とする住民の意向に

反した方向で行われては全く意味がないばかりでなく、

むしろエコミュージアム推進にとって反動的な行動とな

ることさえある。整備方針や保全方針が地域住民の参画

によって決定され運営されていくことがないかぎり、そ

れはエコミュージアムとはならない。また、整備作業が

行政の独善によって、住民に全く関知されず進められる

ならば、できあがったものに対する住民の参加意識が無

く愛着も薄れ、保全意識にも翳りが生じる。一部の業者

による作業が住民にとって見えないブラックボックスに

なってはいけない。エコミュージアムにとって住民の参

加が無いことは致命的なことである。エコミュージアム

の実現は民主主義の実賎と例えられることがよくあるが、

それは、住民による住民のための住民のミュージアムと

言えるものなのである。 

このような田園空間博物館の今後の課題の詳細につい

ては、文－６で触れたが、項目だけを紹介すると、まず

運営体制／組織の確立（全体を支援する本部組織と各サ

イトの組織）、そして、整備施設や地域遺産の維持管理へ

の住民参加のシステムが必要となると言えよう。 

 

６６６６．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに 

山形県朝日町におけるエコミュージアムの取り組みは、

日本における先駆的な独自の試みとして、広く紹介され

高く評価されるべきものであると思う。 

しかし、全国一律にこの形態と方法が適用されること

はない。朝日町の取り組みは、エコミュージアムの基本

理念を共通なものとして持ちつつも、ここでしか成立し

ない固有の方法論であると考えた方が良い。なぜなら、

エコミュージアムというものは、地域において既に前も

ってある資源を最大限活かしながらそれを発展させてい

くものであり、そのための手法は地域特性に応じて地域

社会と住民が自ら編み出していくしかないのである。 

精神を忘れて手法におぼれることから誤解が生じ、そ

の誤解が広く普及してしまうという事態はエコミュージ

アム理念そのものを冒涜する行為としてぜひとも避けた

いものである。先駆的な試みが制度や枠組みを形成する
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時点で起きることのある不幸な事態が、エコミュージア

ムの普及に際しても、これまで本稿で述べてきたような

誤解として現実のものになっている。 

田園空間博物館がエコミュージアムとして実質的に展

開するかどうかも、今後の活動の強化による実体化に拠

っている。そのきっかけづくりとして、この田園空間博

物館事業が、農村環境づくりの分野に一石を投じた意義

は大きいと思われる。またこれらによって、誤解される

ことが依然として多いとしても、エコミュージアムに対

する認識や関心は国内に広まってきたと言える。 

その中で様々な議論が生まれ、これまでのハード整備

主体のあり方からソフト重視に移行する必要性などが、

わずかではあるが、各地で意識されつつあるように思わ

れる。今後も、自由と工夫に満ちたエコミュージアムの

実践が国内で展開され、さらに多くの議論を巻き起こし、

より本質的な向上と発展につながることを期待したい。 
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表１ エコミュージアムにおけるサイトの呼び方 

エコミュージアム（国名） 
現地語による 

サイトの呼び方 
日本語の意味 

英語版パンフレッ

ト等での記述 

フランス・ベルギー一般（註１） Antenneアンテナ アンテナ － 

クルゾー・モンソ・レミーヌ（フ

ランス） 

かつて antenne、今は、固有名詞

のmuséeとよぶ 

アンテナ、今は固有名のついた博物館 Site（文献では element） 

フルミ・トレロン（フランス） Siteシット サイト（英：site） Site 

バスセーヌ（フランス） Antenneアンテナ アンテナ、サイト Site 

セイシャル（ポルトガル） Nucleo 核 Site 

ファルビグデン・エトラダーレン

（スウェーデン） 

Besöksmålビソクスモール、また

は ekomiljöエコミリョ 

訪問対象（英：visiting goal, visiting object）ま

たはエコ環境（eco-environment） 

Site 

ネドレ・エトラダーレン（スウェ

ーデン） 

Besöksmål 訪問対象 英文パンフなし 

ソホイランド（デンマーク） Besøkscenter 訪問センター（英：visitor centre） Visiting centre 

ヴェストイランド（デンマーク） Besøkssteder 訪問地（英：Visitor place） 英文パンフなし 

サムソー（デンマーク） Besøksplatビソクスプラッツ 訪問地（英：visiting place） 英文パンフなし 

ノルウェー一般（註２） Avdelingアヴデーリン 部分、部門（英語でdivision, department ） Antenna 

トテン（ノルウェー） Avdelingアヴデーリン 部分 なし（英語資料には

antennaとある） 

セルヴァランゲル（ノルウェー） 地図上では Severdighet、 施設

を示す時Anlegg 

サイト、見所、Anleggは施設や構築物のこと Sight 

ノールトロムソ（ノルウェー） Ankegg 施設、構築物 英語パンフなし 

ベリスラーゲン（スウェーデン） Miljöミリョ 環境（英：environment, milieu） Site 

クリチャンスタッド（スウェーデ

ン） 

Besökspunktビソックスプンクト

および utemuseum ウトミュージ

アム 

訪問地点（英：visiting place, visiting point）お

よび 屋外博物館 

Site お よ び outdoor 

museum 

グレンスランド（スウェーデンと

ノルウェー） 

Besöksmål および Kuturrum クル

チュルム 

訪問対象、および 文化の部屋（英：culture 

room） 

英文パンフなし 

朝日町（日本）ほか サテライト 衛星（英：satellite） なし 

註１）ブレス・ブルギニョン、グロワ島、マルジェリッド、モン・ロゼール、ロアネ、等（フランス）、サントル、ヴィロワン（ベルギー）、 直接

訪問して確認した他、Lazier, Isabelle : 1987, fiches signalétiques des écomusées, pp. 141-181, in Actes des Premieres Rencontres nationales des Ecomusees, Agence 

Régionale d‘Ethnologie Rhône-Alpes Ecomusée Nord-Dauphiné等の文献による 

註２）Gjestrum, John Aage : 1988, Økomuseer i Norge, p.158-162, in Gjestrum/Maure: Økomuseumsboka による 


